
4月 23日（土）、白馬高校国際観光科の開科式が、白馬村のウイング２１で

おこなわれました。来賓には、長野県教育委員会教育長 原山隆一様、長野県

議会議員 宮澤敏文様、白馬村長 下川正剛様、小谷村長 松本久志様をお招き

し、祝辞を述べていただきました。参加者は学校関係者 250名（生徒、来賓、

教職員、保護者含む）、一般参加者 200名で、盛大におこなわれました。 

式典の後に、株式会社星野リゾート代表 星野佳路氏による、「観光には勉強

する価値はあるのか」という表題の開科記念講演会がおこなわれました。アウ

トバウンドとインバウンドの比較や国際観光市場、旅行・観光とは「非日常体

験」「異文化体験」「自然体験」「保養体験」について、約 1時間半の講演をし

ていただき、「旅とは、世界の人たちを友人として結んでいく魔法。」といった

興味深いお話に生徒たちも熱心に聞き入る、あっという間の時間を、参加者全

員で共有することができました。 

玄関ホールでは、生徒会による熊本地震の募金活動もおこなわれました。 
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１学年７６名の新入生をむかえました 
4月 5日（火）入学式が、白馬高校体育館でおこなわれました。 

今年度の入学者数は、Ａ組普通科 38 名（男子 21 名、女子 17 名）、Ｂ

組国際観光科 38名（男子 22名、女子 16名）と、近年では多くの入学者

を迎え入れることができました。特に国際観光科では、東京都をはじめ神

奈川、千葉、静岡、群馬、新潟、愛知、滋賀、鳥取、福岡の各県から 13名

の入学がありました。入学式では、福岡県出身の碓氷衣織さん（姪浜中学）

が新入生代表宣誓をおこないました。 

多くの報道関係者のカメラが見守る中、来賓をお迎えして厳粛な雰囲気

の中で、普通科、国際観光科それぞれの新入生は、緊張した表情で入学式

に臨みました。そして、新学科初年度の記念すべき入学式にふさわしい、

式典になりました。 

May 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際観光科の授業が 

はじまりました 

1年生「観光Ⅰ」の授業って 

毎週金曜日の４～６時間目に、「観光Ⅰ」「白馬学」という科目名で、連

続した授業がおこなわれています。授業内容の概要は、いわゆる「座学」

と校外に出かける「フィールドワーク」で構成されています。他にも、体

験や村内のイベント参加なども予定されています。 

4 月 22 日には、塩の道の学習として、観音原～新田（地域理解学習）が、5 月 3 日は、小谷村の塩の道祭りに参加（希

望者対象）し、5月 6日は、山菜の学習と調理実習（地域理解学習）がおこなわれました。 

 今後の授業の予定は、塩の道の学習として、簗場～信濃木崎の散策や集落

および伝統的建造物の学習（青鬼地区）、岩岳ゆり園とねずこの森散策、そ

ば打ち体験等が予定されています。定期考査（テスト）も実施され、学びと

しての観光や白馬学は、他の教科学習と同じように展開されます。 

歴史や文化、自然や農業などの分野で、地域

社会と地元の方々とのつながりを大切にした

総合的・横断的な学びを通じ、観光とは何かを

体系的に学ぶことができるように、授業を組み

立てています。 

 12 月以降は、村内のホテルやペンションに

て、おもてなしの現場を見学します。3学期は、

観光プランの作成などの発表をおこないます。 

3年の「環境」の授業 白馬村は自然を学ぶための宝庫 

 3年生は、水曜日の５・６時間目、金曜日の１・２時間目に「環境」の授業（選択 22名）をおこなっています。生態系や

生物の営みを学ぶことにより、貴重な自然環境の重要さを知ることを目的に開講しています。 

 4月 27日は、姫川源流水域を調査しました。川の COD や pHを測定し、改めて白馬村の水のきれいさに驚かされました。 

小
谷
村 

 

塩
の
道
ま
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り 

5月 3日（火）毎年恒例の小谷村 塩の道祭りに、本校の生徒（24名）、保護者（8名）、職員（6名）が

参加しました。観光科の生徒と 3年生の生徒は、昔の衣装に小谷村役場で着替えて、塩の道を歩きました。

写真部の生徒 10 名も、カメラを手に参加しました。ニュージーランドからバルサンティーさん（マール

ボロ地区の市会議員）も生徒ともに装束に着替えて参加されました。（右下の写真）好天に恵まれ、道には

各地区のおもてなしもあり、生徒・保護者の皆さんとともに充実した一日を過ごすことができました。 

しろうま祭情報  日程（一般公開） ７/９（土）・10（日） テーマ「お・も・て・な・し ～hospitality～」 


